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現状の課題認識

過去より、CAD・積算ソフト間でのデータ交換
仕様について検討されてきた。
（シス研においても、H19年度に素案を作成）

ただ、オーソライズされているものがなく、
実用化に至っていない。



H25年度テーマ

H19年度のシス研WGで作成された

「積算数量データ交換仕様 BE-Bridge改」Ver.0.9
を元に

内容を精査、仕様を確定させる。



データ交換仕様策定ポイント

目的を「ＣＡＤ⇒積算へのデータ連携」

に絞り、仕様を精査した。

H19年度のデータ交換仕様では
CAD⇒積算だけでなく、積算ソフト間同士の
やり取りを想定しており、仕様に曖昧さが存
在していた。

具体的な変更内容は以下通り。



仕様変更内容（１）

(1)仕様から外す項目

従来、積算ソフト間同士のやり取りを想定して追加されていた
項目。CAD⇒積算ソフトへの連携には不要と判断したものにつ
いて仕様から外した。

・以下の4項目を仕様から外す
EL  :拾い出し軌跡の1線分当たりの長さ
ECI :資材のCI-NETコード
EC :個数(バルブ等長さが必要ない物に摘要)
EM  :倍数(実際の計測を行わず、同一数量を複数記載する

場合に適用)



仕様変更内容（2）

(2)仕様に追加する項目

CAD⇒積算ソフトへのデータ連携を想定し、不足している情報
として、以下の項目を仕様に追加した。

EMT :ダクト材質
EI  :保温区分(無/有)  0:無 or 1:有
EP  :塗装区分(無/有)  0:無 or 1:有



仕様変更内容（3）

(3)従来仕様のまま残す項目
ES  :施工場所コード
ESN :施工場所名称
ECN :工事項目NO
(重複しない任意の番号を記載、項目の表示順を表す)

ECF :工事項目名称
(カンマ区切りで階層に対応できるようにする。また、同一の
上位の場合は、共通の名称をセットする



BE-Bridge仕様を改定



今後の動き

C-CADECでの仕様追加検討

本成果物をC-CADECに移管。

正式にBE-Bridgeのフォーマットに取り込んでも
らう方向で検討していただく。
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